
 

 

 

 

 

第２次甲賀市総合計画（第２期基本計画）実施計画の改定 

説明資料 

 

１．実施計画とは・・・ 

  〇第２期基本計画を具体化したアクションプランのことです。令和３年９ 

月に策定しました。計画期間は令和３年度から令和６年度までの４か年 

です。市では、この実施計画に基づいて毎年度の予算を策定しています。 

  〇実施計画は、毎年度見直し（ローリング）を行うこととし、今回は令和 

３年度の決算、令和４年度の予算、令和５年度の見込み額（概算要求額） 

や行動計画等を見直しました。 

 

 

 

 

２．確認いただきたい点 

  〇興味・関心のある分野に絞っていただき、特に「行動計画」の内容をご 

   確認ください。 

  〇当日いただいたご意見は、令和５年度予算編成を検討するうえで「市民 

   の代表的な意見」として取り扱います。（市役所内で共有します） 

  〇審議会当日は、グループに分けて意見交換する予定です。 

   （１）事務局より説明します（15 分） 

   （２）グループに分かれて意見交換（30 分） 

     （３）全体で意見交換（20 分） 

 

 

年度
令和３年度
（2021）

令和４年度
（2022）

令和５年度
（2023）

令和６年度
（2024） 分野 担当課

国庫 0

県費 0

地方債 0

その他 646,000

一般財源 0

2011 終了年度 2024 計 646,000 予算 160,000 162,000 162,000 162,000

政策推進課
（市民活動推
進室）

開始年度

行
動
計
画

・役割方針の策定
・交付金の見直し方針
策定
・行政情報(文書)の電
子化検討

・交付金制度見直し
・地域窓口を自治振興
会へシフト検討
・行政情報(文書)の配
信方法の見直し

・交付金の実施状況の
検証(必要により改善)
・地域窓口を自治振興
会へシフト

・交付金の実施状況の
検証(必要により改善)

１
市民自治

1

事業名
自治振興交付金交付事業

財源内訳（千円）

方
向
性

・区・自治会や自治振興会の役割分担
の明確化と自治振興交付金制度の見直
し
・区・自治会、自治振興会活動におけ
るＩＣＴの積極活用

【担当課】

〇事業を推進する部署名です。

【分野】

〇総合計画の全２０分野の

分類です。

【財源内訳（千円）】

〇お金を負担するのは誰かが書かれています。

〇国庫 ⇒国からの補助金、交付金等

〇県費 ⇒県からの補助金、交付金等

〇地方債⇒国からの借入金

〇その他⇒基金等（※貯金のようなもの）

〇一般財源⇒甲賀市が負担する財源

【事業名】

〇取組の名称です。

【方向性】

〇今後４年間をかけて、重点的に進める取組

を書いています。※重点的な内容のみ

【開始年度、終了年度】

〇事業の「開始」「終了」の年度です。

〇終了年度は、原則、第２期基本計画の終了年度

である2024年となります。

【行動計画】

〇今後４年間の取組や年度ごとの段階的な展開を

端的に書いています。

〇取組内容は、毎年度見直します。

【予算】

〇年度ごとに必要な予算額です。

〇この予算額をもとに年度ごとの予算を精査します。
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３．質問（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２．市立医療機関のあり方について、今後の方向性を教えてほしい。 

Ｑ４．広報誌等の新たな配布方法を追加されている。実施にあたっては、地域の負担の軽減を図るよう十分 

な検討をお願いしたい。 

Ｑ３．新たに整備される遠隔相談窓口とはどういう窓口ですか。 

Ｑ１．甲賀市環境未来都市宣言を宣言された。カーボンニュートラルの実現に向けた、今後の取り組みを 

教えてほしい。 


